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＜連絡事項＞　
・感染対策委員会より
VRE対応マニュアル作成したとの事です。wizメールに来ているので各自確認しておいてください。
・「バンコマイシン耐性腸球菌（VRE)感染対策勉強会」について下記の日時でお知らせが来ています。

＜日時＞　平成31年4月20日（土）13：30～15：00

＜会場＞　八戸市立市民病院　2階講堂
詳細はwizメール添付資料にて確認して下さい。

参加希望の方は、4/16（火）までに佐藤志穂さんまで連絡してください。

・佐藤AOMより
訪問看護のリーフレットを東B詰所に置いています。訪問看護拡充を図っていくためにも周知・活用してください。

・各自受け持ち患者の評価を4/15までに終了させるようにしてください。
＜東病棟入室状況＞
【病棟移動】
・田端　テル様　　東B2号室  → 西B31号

【病室移動】
・阿部　わかえ様　東A15号室 → 東B2号室

・袴田　将志様　　東A10号室 → 東A15号室

・立花　圭様　　　東A9号室　→ 東A10号室
＜患者様連絡事項＞
・袴田　将志様～精神症状落ち着いた為、9:45時間隔離解除となる。

・木村　格治様～点滴継続で明日まで処方となる。

・古里　長太郎様～昨日準夜帯より排尿なく、腹部膨満感あり。田名部Dr報告し、膀胱留置カテーテル挿入指示あり施行している。

・金田　晋様～家族より面談について折り返し連絡あり、4/16 18:30で希望あり。金Dr報告し了承されている。深澤Drは不在の為、明日報告する事としている
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・和田　昌様～終日隔離継続中。壁蹴り、ドア蹴り続いており、まとまり無い発言聞かれ
ている。食事や服薬の拒否はない。寝具や衣類を便器にいれていることあ
り介入要している。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できる
よう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。大声を出す事あるが、粗暴行為なく経過。幻聴や妄想に左右された発言は無い。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・見付　幸一様～両上肢と体幹身体拘束中。バイタルサイン異常なし。MGチューブ自己抜去あり、再挿入している。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・高屋敷　良子様～両上肢のみ身体拘束中。バイタルサイン異常無し。「気持ち悪い」と訴え聞かれているが、嘔吐無く経過。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。妄想発言や危険行為なく経過。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・夏坂　浩美様～体温38.6～38.3℃、クーリングにて対応。酸素マスク外しあり、一時的に酸素飽和濃度の低下あるがマスク着用にて96～99％で経過。食事は嚥下不良さあり、数口のみで終了している。

・木村　格治様～バイタルサイン異常無し。腹部膨満感は持続、グル音も微弱。
　　　　　　　　胃部不快感の訴え聞かれ、排便は見られず。
・藤井　崇史様～妄想発言や眼光の鋭さはあるが、対応は落ち着いている。
・古里　長太郎様～各食1/3～全量摂取。田名部Dr指示にて膀胱留置カテーテル挿入し、排尿500ml(濃縮尿)あり。
・本堂　秀夫様～食事かきこみあるため介助要している。介助にて全量摂取する事でき
ている。弄便行為あり介入要している。
＜田名部Dr診察＞

・立花　圭様～フルメジン同内容で継続処方、以後定期となる。
・小澤　和子様～フルメジン3mg→2mgへ減量、他同内容で処方となる。
・瀧澤　杏奈様～臨時薬ロナセン16mg→24mgへ増量、他同内容で処方となる。
・藤井　孝蔵様～明日朝よりCZ-Hi3本/日で経口より摂取開始の指示あり。また、点滴3本→2本へ減量となる。

・石黒　理一郎様～エスタゾラム中止、ブロチゾラム追加、他同内容で処方となる。
・濱登　せつ子様～バルプロ酸Na300mg→200mg、スルピリド追加、他同内容で処方となる。
・山本　幸江様～臨時薬以後定期で処方となる。
・立花　豊吉様～ジアゼパム12mg→6mgへ減量、フルスルチアミン追加、他同内容で処方となる。

＜皮膚科診察情報＞
・夏坂　浩美様～仙骨部はアズノール+フィルム保護、その他は同前処置指示あり
・見付　幸一様、泉山　紀子様、向井　敦子様、木村　美智子様

→同前処置指示あり
・古里　長太郎様～左踵部の黒色壊死組織切除、同前処置指示あり
・金子　トヨ様～仙骨部はアズノール塗布+フィルム指示
　　　　　　　　両手足の掻把は治癒
・水梨　孝純様～右踵の皮弁切除、同前処置指示あり
・佐藤　ミツ子様～仙骨、陰部の表皮剥離は治癒　暗紅色部にエキザルベ塗布指示あり
・木村　格治様～趾間の落屑部位　テルビナフィン塗布指示あり
＜新入院患者様情報＞
日　　時：4月11日

　氏　　名：澤村　彬様

　生年月日：平成11年3月28日　20歳

　病　　名：自閉症

　性　　別：男性

　主治医　：田名部Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Aユニット11号室

　(経過）

　前回入院：H30.10.9～H31.4.8　

  入院後より他者への迷惑行為ある為、終日隔離開始となっていた。

ドア蹴りや飲水行為は続いており都度介入要していた。徐々に日課を

時間通りに行う事が出来ており、施設へ外泊訓練を行っていた。

　4/7 19:30訪室時臥床しており、全身の脱力あり。声掛けにも反応

　せず、JCSⅢ-300。体温33.9℃、脈拍85回/分、血圧105/62㎜Hg、酸

素飽和濃度80％。腹部膨満著明。吸引施行し水様吐物中等量あり。吸

引後も酸素飽和濃度80％台の為、酸素10L開始する。時折痙攣発作みら

れていた。夜間排尿ない為4/8 6:30膀胱留置カテーテル挿入し、排尿

2000mlあり。体温は徐々に上昇し、バイタルサイン異常無いが、意識

レベル回復しない為、4/8 10:15八戸市民病院へ救急搬送、転院の為

同日当院退院となる。

　4月10日市民病院での身体治療終了とのことから当院への転入院の相

談あり。引き続き精神科専門治療の必要性ある為、H31年4月11日13:23

東Aユニットへ医療保護入院となる。
※他者への迷惑行為ある為、本日14:00から終日隔離開始となる。
※買い物：8000円/月
※業者洗濯
※持参薬4/11夕分のみ。4/11 vdsからは臨時薬となっている。
※明日VRE検査目的にて便培養検査施行指示あり。
